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令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


英語科（第３学年）


テーマ〖Story making～海に浮かぶプラスチックごみ問題について考える～〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箕面市立止々呂美中学校　








≪学習のねらい≫


　・人やものの説明を他の人にわかりやすいように詳しく表現する。


　・海のプラスチックごみ問題について自分たちができることについて考えて表現する。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　１１月


　①教科書を活用し「世界にある５つのごみベルト」の存在に気づく。


　②教科書を活用し「海でのプラスチックごみによる被害」について知る。


　③教科書を活用し「ごみベルト問題に取り組んだオランダ青年」について知る。


　④「海に浮かぶプラスチックごみ問題を解決するために自分たちができること」について班で考え、


１枚の写真（教科書の挿絵）をもとにStory makingを行い発表する。


　⑤班活動で使用した以外の写真（教科書の挿絵）を用いて「海に浮かぶプラスチックごみ問題を解決


するために自分たちができること」についてのStory makingを個人で行う。


≪指導のポイント≫


　■毎時間、前時のふりかえりを行い、内容理解を促す。


　■Story makingを行う際に、自分たちの考えが伝わる、もっとも適した写真を生徒に1枚選択させる。


　■Story makingを班で行う際、４段落構成（写真の紹介、写真をみて感じること、海に浮かぶプラ


スチックごみ問題に対する意見、自分たちができること）で表現を考えさせ、班の中でどの段落を


担当するのか役割を決めさせる。英語が苦手な生徒も前向きに取り組むことができるように各段落に難易度を設定する。


　■「海に浮かぶプラスチックごみ問題を解決するために自分たちができること」について班活動を


行い意見を出し合うことを通して考えを深めさせる。


　■Story makingのふりかえりを行い、各班の表現の仕方に注目させ、


よい表現や考えについて全体で共有する。


（例：For example,～と具体的に自分たちがとるべき行動を述べ


るよさを個人の作成時にいかしていた）


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　Sunshine3「Program6 The Great Pacific Garbage Patch」


≪成果≫


　・英語の授業でこの単元を扱う前に道徳で環境問題についての読み物


資料が扱われており、教科書だけでなく今まで習ってきたことの知


識を生かしながら、自分たちにできることについて考えることがで


きた。


　・個人でのStory making（ライティング活動）を行う前に、班で行い、


中間のふりかえりをさせることで新たな意見に出会ったり、英語で表現する際の表現方法のよさに


気づいたりすることで、そのことを意識したライティングにつながった。









